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 【目的】言語聴覚士による構音障害の評価は聴覚心理的に行われているが、評価者間で
評価結果に差異が生じる、評価者内での再現性が熟練度に依存している、評価者によっ
て構音障害名の解釈や内的基準が統一されていないなど問題点が多い。構音障害の治療
には正確な評価が必須である。そこで、構音障害評価の信頼性向上を目指して視聴覚教
材を開発することを目的とする。  
【方法】エレクトロパラトグラフィ（ EPG）を用いた構音の視覚的フィードバック訓練
を行ってきた症例のデータから様々な構音障害のパターンを抽出した。今回は特に歯茎
音の誤り音について、国際的評価基準と照らし合わせながら、構音障害の分類と名称に
ついて検討した。対象は口蓋裂術後の 42 症例である。各症例の臨床データから歯茎音
/t/,/s/,/ʦ/の 3 音を選択し、スピーチサンプル計 126 音について各音産生時の EPG 連
続フレームおよび累積パターンを分析した。  
【結果】 126 音のうち 28 音 (22％ )は正常な構音操作であった。残り 98 音のうち
retracted pattern が 最 も 多 く (48%)、 次 い で increased pattern(13%),fronting 
pattern(9%),double articulation(6%),lateral articulation(2%) の順であった。音
別 に み る と 、 /t/で は increased pattern(40%),retracted pattern(30%),fronting 
pattern(20%)の出現率であったが、 /s/と/ ʦ /では retracted pattern が 70%以上で、
increased pattern は 10%以下と、音によって出現率に差が認められた。  
【考察】歯茎音の誤り音を分析した結果、最も多く認められた retracted pattern は、
国際的評価基準では backing to palatal or velar(後方化)にあたる。一方 /t/音で多
く認められた increased pattern は palatalization（口蓋化）にあたる。我が国で使
われている「口蓋化構音」という用語は「歯茎音の構音点が硬口蓋後方に移動する」と
定義されており、上記の国際的評価基準の名称とは齟齬がある。海外の研究者と情報交
換する際、誤解を生じないよう名称を検討する必要がある。  
 
以下の国際学会で口演し、 ASHA の学会誌に投稿予定である。  
12th International Congress on Cleft Lip/Palate and Related Craniofacial Anomalies 
May 5-10, 2013 Florida USA 
Yuri Fujiwara 1)2） , Ichiro Yamamoto2） , Yuki Nishida2） , Kengo Nakajima2） , Taku 
Yamamoto2） 
1) Seirei Christopher University, Hamamatsu, Japan 
2) Yamamoto Dental Clinic, Nishinomiya, Japan 
ERROR PATTERN ANALYSIS OF JAPANESE ALVEOLAR SOUNDS PRODUCED BY CLIENTS WITH CLEFT 
PALATE WHO UNDERWENT VISUAL FEEDBACK TRAINING USING ELECTROPALATOGRAPHY  
また、結果をもとに EPG 研究会から「目で見る構音障害」という DVD 付き冊子を作成し
た。EPG や内視鏡を用いて外観からは観察できない情報を提供することで、構音障害の
評価に役立つと考える。 
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